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No.20-004-2014更新

埼玉県さいたま市 Q2. 2.    耐用性・信頼性（耐震等級2、ひび割れ防止ｺﾝｸﾘｰﾄ、劣化対策等級3、水セメント比45％）

Q2. 3.    対応性・更新性（間取りの変更が可能、維持管理・更新の容易性、大規模修繕・改修工事を容易にする配慮）

LR1.1.    建物の熱負荷抑制（ペアガラス）

LR1.3.    設備システムの効率化（エコジョーズ）

LR3.1.　　地球温暖化への配慮（省エネルギー対策等級4）

Branｃｈera Urawa

ブランシエラ浦和

長谷工コーポレーション

長谷工コーポレーション
エンジニアリング事業部

株式会社長谷工コーポレーション

集合住宅

新築

D.　評価技術／FB

K.　その他J.　生物多様性I.　周辺・地域への配慮

H.　生産・施工との連携G.　建物基本性能確保F.　長寿命化E.　リニューアル

C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン

地上18階

SRC造

3,270

7,290

2011

長期優良住宅の共同住宅で認定第１号プロジェクト

％26LCCO2削減

第三者認証

2009年度版

BEE=2.2

Aランク

0
0 50 100

Q

S A B
+

B
-

C

L

100

50 0.5

3.0 1.5 BEE=1.0

27

60

2.2

隣地境界線
隣地境界線

隣
地
境
界
線

道
路
境
界
線

隣
地
境
界
線

真北

6.
66

6.52

6.296.29

6.
12

6.
10

6.48

6.
50

6.
11

7.
57

7.
03

隣地境界線

隣
地
境
界

線

提供公園

(7.40)
専用庭

(7.80) 101.15㎡

緑地

U

緑地

▼
ﾏﾝ
ｼｮ
ﾝ出

入
口

1/10

ス
ロ
－
プ

緑地

緑地
緑地緑地緑地

緑地
緑地

UP

U
P

(
7
.3

0)

雨避け屋根

避難扉

(7.85)

(8.10)

ｽ
ﾛ-

ﾌ
ﾟ(

1
/1

2)

ｽﾛ-ﾌﾟ(1/12)(7.35)

緑地

(6.40)

(6.65)

(7.30)
(7.30)

(6.25)
CH=1800

▼
駐
車
場
出
入
口

転回
スペース 自家発

ﾊﾞｲｸ置場

サ
イ
ク
ル
ポー

ト

シ
ン
グ
ル
ラ
ッ

TERTER

EVﾛﾋﾞ-

TER

Ｂ type

UP UP

Ｃ type Ｄ type

ラウンジ

開放廊下

管理事務室

風除室

メール
コーナー

CASBEE評価省エネルギー性能

1階平面図 エントランスアプローチ

外観

設計プロセス

国土交通省による、長期優良住宅先導的モデル事業の第１回公募におい

て採択され、長期優良住宅の共同住宅では認定第１号のプロジェクトと

なった。

設計担当者

統括：渡辺幸則／建築：塩月幸大／構造：入江貴弘／設備：菅原正道、渡辺俊彦／インテリア：倉持美香／外構：渡嘉敷健

劣化対策
●数世代にわたり住宅の構造躯体
が使用できること
劣化対策等級３に加えて以下のいずれか
の措置を講じること
・ 水セメント比を45％以下とする
・ 水セメント比を50％以下とし、かつ、かぶ
り厚を１cm増やす

耐震性
●極めて稀に発生する地震に対し、継続
利用のための改修の容易化をはかる
ため、損傷のレベルの低減をはかる
次のいずれかの措置を講じる
・ 免震建築物であること
・ 大規模地震時の地上部分の各階の安
全限界変形の当該階の高さに対する
割合をそれぞれ1/100以下 とする（層
間変形角を確認）
・ 耐震等級（倒壊等防止）の等級２とする

維持管理・更新の容易性
●構造躯体に比べて耐用年数が短い内装・設備
について、維持管理（清掃・点検・補修・更新）
を容易に行うために必要な措置が講じられて
いること
・ 維持管理対策等級（専用配管・共用配管）等級３
・ 更新対策等級（共用排水管）等級3
※専用部に立ち入らず共用配管を維持管理等することができる
こととの代替措置を規定。

長期に利用される構造躯体において
対応しておくべき性能
❶必要な断熱性能等の省エネルギー性能が確
保されていること
・ 省エネルギー対策等級4
❷将来のバリアフリー改修に対応できるよう
共用廊下等に必要なスペースが確保されて
いること
・ 高齢者等対策等級（共用部分）３

●居住者のライフスタイルの変化等に応
じて間取りの変更が可能な措置が講じ
られていること
・ 2,650mm以上の躯体天井高を確保

可変性

住戸面積
●良好な居住水準を確保するために必要
な規模を有すること
・ 5 5㎡以上（2人世帯の都市居住型誘導居住
面積水準）、かつ、住戸内の一つの階の床面積
が40㎡以上
※地域の実情に応じて引上げ・引下げを可能とする。た
だし、40㎡（1人世帯の誘導居住面積水準）を下限
とする。

居住環境
●良好な景観の形成その他の地域における
居住環境の維持及び向上に配慮されたも
のであること

計画的な維持管理
●建築時から将来を見据えて、定期的な点検・
補修等に関する計画が策定されていること
・ 構造耐力上主要な部分、雨水の侵入を防止する部
分及び給水・排水設備について点検の時期・内容を
定めること
・ 少なくとも10年ごとに点検を実施すること

長期優良住宅の認定基準
長期優良住宅認定基準のイメージ（RC造共同住宅）

新築工事保証の大幅延長と定期点検の強化。

新築工事保証の大幅延長
と定期点検の強化

新築工事保証の大幅延長と定期点検の強化


